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論文要旨=日用品における漆の性能や伝統技術を応用 したプロダク トの研究
「漆」 とは、 ウルシ科 ウルシ属の落葉高木であるウルシの木の表面に傷をつ け
て、そ こか ら出て くる樹液を採取 して精製 した 「ウルシオール」を主成分 とす
る天然の良質な塗料である。漆が塗 られた容器は 「漆器」 と呼ばれ 日常的に使
用されてきた。 しか し時代の変化 とともに目常か ら姿が消えつつあるのが現状
である。漆に代わる格安な有機塗料の普及や、大量生産型の社会に移行 したこ
とで、手間をかけて制作 される漆製品が時代に合わな くなって しまった。また
漆の取 り扱いについての誤認も挙げられる。朱や漆黒を基調 とし、蒔絵が施 さ
れている様な豪華絢燗 な催事 ・茶道の道具 としての特別用途の製品が出現 し広
まった。それにより日常使いの漆製品までもが、傷つきやす く繊細で扱いにく
いため、特別な催事にしか使わないといった誤った印象を植 え付け られて しま
ったのである。 しか し実際漆は紫外線には弱いが、それ以外には多くの優れた
性能がある。接着性、耐熱性、耐薬品性(酸やアルカ リ)、堅牢性、耐水性、抗
菌性、経年変化、また漆の表面艶の独特な美 しさである。 このように良質な性
能があるにもかかわ らず大量生産型の現代のライフスタイル に適応できず、ま
た実際 と異なる印象の定着から売 り上げの低下や需要の減少、若者の認知度低
下や職人の継承問題などが、全体 として漆文化の衰退につながって しまってい
ると考える。
そこで本研究では漆の性能や技法を応用 して、現代のライフスタイルに調和
す る新 しい漆製品の提案、制作を行 う。伝統工芸品のような 日常 とは一線を画
す ものではなく、漆の性能 をわか りやす く活かす ことを目指す。そ して漆の持
っ性能や美 しさに触れてもらい、プロダク トや展示 を通 して、漆器以外の漆製
品の可能性や汎用性の面白さの周知を目的 とす る。
第2章 では伝統技法を用いた製品の現状を調査 ・分析を行 うこととする。主
に伝統工芸の売 り上げの動向や活性化のために必要な要件、商品の企画 ・開発
における問題点、現代のライフスタイルについて考察を した。
第3章 では伝統技法を用いた新 しい製品や、漆の技法を用いた新 しい製品の
先行事例 を調査、分析を した。漆製品の先行事例では様々な用途で漆の艶や堅
牢性などに着 目した新製品が存在す るが、抗菌性 に着 目した製品は漆器以外に
は存在 しない。そ こで本研究では、漆器の 「食」に関す る抗菌性 とは違 う分野
で、抗菌性 を活か した 目用品を制作す ることに決定 した。
第4章 では第2・3章 か ら得 られた事を元にライフスタイルに調和 し、かつ新
しい 「素地」を用いた製品2種 の制作を行 う。漆は 「素地」(漆を塗 る母体)で
ある木や革、竹、紙、布などに塗 られることで優れた性能を発揮す る。例 えば
「乾漆技法」では素地に麻布 を使用す る。麻布に漆 を染み込ませたものを何枚
も貼 り重ね ることで、その強度 は非常に頑丈 になる。 このように、素地 と漆 の
掛け合わせによって、漆だけでは実現 しない優れた性能が発揮 され る。本研究
では漆 と新 しい素地の掛 け合わせを実験 し、検証することで、新 しい性能や造
形の発見につなげることを試み る。選定 した新 しい素地を用いた技法の応用実
験、使用者のニーズに合 う製品のデザインと造形制作までを行 う。
第5章 では、抗菌性を検証す るため、一輪挿 しを用いた実験を行 う。花が枯
れる主な原因は水中に雑菌が発生 し、その雑菌を含んだ水を吸い上げることに
よるものである。そこで水道水のみの瓶 と、漆を染み込ませた素地を水に入れ
た瓶の各々に花を挿 し、一定時間経過 後の花の様子(花弁や茎の枯れ具合)によ
って雑菌への抗菌性があることを証明す る。
第6章 では、漆 自体や製作 した漆製品の印象調査 をアンケ ・ー…一・トに よって行 い、
客観的 に見て製品の目的が達成 されているかや、改善点の抽出を行った。
第7章 では、検証結果や漆製品についての研究を踏まえて、今回製作 した漆
製品が現代のライフスタイルに調和 し、性能 を活か した新 しい ものを提示でき
たと結論づける。また、これか らの改善点や漆製品の新 しい可能性についてま
とめ、結論 とする。
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1.はじめ に
1.1背 景
1.1.1時代変化による漆への影響
日本で最古の漆工技術は2002年3月に北海道函館市(旧南茅部町)垣ノ島B遺
跡の土坑墓か ら出土 した漆塗 りの副葬品である。年代は約9,000年前 となる。
つま り、漆は縄文時代か ら人間が扱 う塗料 として存在 し、それを扱 う技術を得
ていた と考え られる。 ここか ら漆製品の代表的な存在である漆器を例に、歴史
について述べる。漆器は、誕生 してか ら平安時代前期まで、階級食器 として存
在 していた。 しか し平安時代後期に王朝政権が崩壊 したことで漆器が大衆化 し
た。また、早 く安 く大量に生産できる工法が開発 されたことで広 く普及 した。
図1.1に 「病草紙」の絵巻物を示す。こ ういった 日常を切 り取った絵巻の中に
も漆器が置いてある様子が見 られる。このことか らも日常的に使用 されていた
ことが うかがえる、 中世は漆器の大量需要の時代であ り目本各地で ウルシノキ
が植えられ、漆器職人は数を増や した。 しか し、近代 にな り漆に代わる格安な
有機塗料の普及、海外漆の輸入増加や、低コス トで手間をかけず大量生産を行
う21世紀においては時代の波 に柔軟に対応できず、衰退の一途をた どっている。
・ 尋
図1.1病草紙 の絵 巻1
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(2)漆器の売 り上げ推移
図1.3に漆器の生産額、企業数 、従業員数を示す。漆器の売 り上げについては、
昭和49年～平成12年までは300億円の水準を保ってきたが、その後は毎年約1
億円ずつ減少が続き、平成18年には202億円とな り、今後も減少傾向が続 くと
予想 され、200億円を下回って しま う現状にある。従事者数においても昭和49
年 と平成18年を比べ ると半減 している事か ら、生産額の減少 とともにその仕事
に従事する人 も離れて しまっていることが分かる。
伝統的工芸晶産業(漆器)の推移
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図1.3
『伝統工芸 品産 業をめ ぐる現状 と今後 の振興 施策につ いて』(平成20年8月):
もう一つの大きな要因として、食の国際化があげ られ る。 ご飯 と味噌汁 といっ
た 目本の食生活 自体が少なくなっていることや、また飲食チェーンの多様化、
営業時間の拡大、女性の社会進 出、一人暮 らし世帯の増加等が要因 となって外
食の頻度は近年増加 し、食の外部化がますます進んでいる。家庭での調理や食
事 といったものを、外部に依存する形態が増えたことによって、漆器を家で愛
着 を持って使 うといったシーンが減 り、需要 ・売 り上げの衰退、それに伴 う企
業や従事者の衰退につながって しまってい ると考 えられる。漆製品の代表格で
ある漆器で さえもこ ういった現状にある。
2経済産業省伝統工芸産業室
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もう1つ に、漆の代用塗料であるウレタン樹脂の塗装で漆風に仕上げた食器
の登場である。漆に似せて赤 と黒を塗 り、仕上げた食器はプラスチ ック製であ
るため、軽 く格安であり電子 レンジ ・食洗機にも対応する。また、漆器を実際
に見たことがない人や、漆器についての知識がない人では一瞬で区別がつかな
いほどに似ている。この食器の登場により、漆の性能の良 さやツヤの綺麗 さは
プラスチ ック食器の陰に隠れ、漆器の誤った認知や売 り上げの低下につながっ
ていると考える。
(3)職人の現状3
漆を採取するための道具を作 る漆掻 き鍛冶職入、漆を採取する漆掻 き職人、
漆を塗る塗 り師、印伝(漆技法)を刷る印伝職人、その刷る型紙を作 る伊勢型紙
職人な ど、漆を採取す る工程、技法の種類によって様々な職人が存在 している。
どの職人においても繁栄期に比べ ると衰退 しているが特に危機が近づいている
ものを紹介する。ウル シノキか ら漆を採取する作業を 「漆掻き」とい うのだが、
その漆掻 きをする道具である 「漆カンナ」を作 っている漆掻き鍛冶職人は、全
国で1人(青 森県田子町の中畑文利 さん)とい う現状である。(2015年2月)後継
者 もいない。漆掻 きは(後に詳 しく記述 あり)木の表面にカンナで溝を掘って漆
を掻 き出すのだが、最 も漆が出やすい絶妙な深 さで削ることで良質な漆を効率
良 く採取できる。 「漆カンナ」が無くなると良質な漆 を取 ることができず国産
の漆文化の根本が揺 らいで しま う問題 なのである。
1.1.2漆へ の 誤 認 と関 心 の 薄 れ
漆器の歴史や職人の現状か らもわかるように、漆は 日常か ら遠のきつつあ り、
特に若者の興味が離れている。漆は乾燥硬化後 させた後はかぶれることはない
のだが、漆についてあまり知 らない人からはかぶれを心配する様な声を聞く。
関心が薄れ、このよ うな誤った認識 も広ま りつつある.そ こで、そ もそも漆は
どうい うものなのか、特徴 ・特性をよく理解 し研究進めるための調査を行った。
(1)漆の採取方法
ウルシノキの表面に傷 をつけることで、乳 白色の樹液が滲み出て くる。漆は、
3日 刊 リ ベ タhttl〃www 、nikkanberita.c。m/read.ci?id=201502191157294
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人間が怪我を した際に、血液によって傷 を固めるのと同 じ様に、樹木は漆を出
す ことによって傷を止めようとす る。この樹液が漆である。漆を採取す るには、
ただ闇雲に樹皮に傷をつけるのではなく一番漆が含まれてい る、樹皮 と木材 の
間にあるウルシ溝を掘ることが重要になる。図1.4にウルシノキの断面図を示
す。一本の漆か ら採取できる量は年間約250gほどであ り、漆の掻き方によって
質や量も変わってくるため職人の技
i'J7』yノ斗の 事噌1の 斯 凶1μ1
が必要 となるのだ。採取は10年目の
ウルシノキを使 う。6月 か ら始 まり、
滲み出た漆を一滴一滴集めていく。そ
して徐々に傷を大きくしていき、多 く
の漆を採取す る。採取期間は11月ま
で行われ、通常は 「殺 し掻き」と呼ば
れる、その年でできるだけ多 くの漆を
掻きだ し、役 目を終えると伐採する方
法がとられる。伐採 された幹からは、
翌年にまた幹から芽が出てくる。
『・
t{tre'一 小'1凸凱.q拙61い1',1レ,虚 山AlIΨIf`TI9ア ト調ll
鴛11
1-t,r
図1,4ウル シノキの断面図4
?
(2)漆の種類
樹液か ら採取 したそのままの状態の漆を 「荒味」 とい う。そ こか ら、樹皮や
塵などのゴミを取 り除いたものを 「生漆」 とい う。水分を多 く含んだ状態であ
り、拭き漆や艶出しに主に用い られる。そこか ら熱 を加えて水分を蒸発 させ る
などの精製作業が行われた漆を 「透漆」 とい う。飴色(少し暗い褐色)ではある
が透明度が高い。この 「透漆」に顔料を混ぜ ることで、 「色漆」が作 られ る。
また、 「黒漆」の場合には顔料ではなく酸化鉄 の作用で作 られる。
(3)漆の乾燥方法
通常の有機 塗料はそのままの状態で乾燥 させることができるが、漆は乾燥 さ
せるには一般的な乾燥の仕方 とは異な り、湿度 と温度の条件を揃えることが大
切である。最適な湿度は約70%、温度は約25～30度である。漆 を乾かす漆用の
乾燥室は 「室(ムロ)」と呼ばれる。
4なぜ、 日本はジャパ ンと呼ばれたか(2009)中室勝郎
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(4)性能について
1.接着性
通常、塗料は接着剤にはな らないが、漆には強い接着性があ り、昔から接着
剤 としての用途でも使用されてきた。例 としては金継ぎ(割れたお皿などの破片
に接着剤 として漆 を塗 り修復する技法)である。
2.堅牢(耐 久)性
浸透性が強 く、磨耗性が少ないため、酸素 と一度結合すると破壊 されない組
織 になって乾燥すると分解 されない。縄文時代 に作 られた副葬品が出土す るこ
とか らも漆塗膜は非常に強いことがわかる。
3,耐薬品性
酸、アルカ リ、塩分、アル コールなどの物質にも耐え うる塗膜である。王水(金
を溶かす濃塩酸 と濃硝酸の混合液)にも溶けない。
4.抗菌性
36℃ の環境を人工的に作 り、大腸菌群の入った溶液を漆器 とプラスチ ック
の板上に垂 らして放置す るとい う実験では、1m1中に約20万 個存在 した大腸
菌群が、24時 間後、漆器ではなんとたったの26個 に減 る結果 となった。産
地や顔料の違いも含め、状態の異なる様 々のサンプルを用いた実験の結果、ウ
ルシオールそのものに抗菌の作用があることが認められた。
⑤ 技法について
1.塗り漆
漆を塗 る母体になる素材を素地 と呼ぶ。素地によって名称が異なる。 「木胎」
は木を素地に使用 したものであ り、主に漆器に用い られる。 「藍胎」は、竹を
素地に使用 したものであ り、竹を編んだ状態のものに漆を塗布す る。 「乾漆」
は麻布に漆 を染み込ませたものを幾重に貼 り重ねて造形をす る技法。造形の自
由度が比較的高 く、非常に軽いが堅牢性があるため仏像を制作す る用途で も使
われる技法である。興福寺の阿修羅像もこの製法である。 「漆皮」は鹿や牛の
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皮を湿 らせてなめした後、形を成形 して乾燥後に漆を塗って固めた ものである。
「金胎」は金属に漆を高温で焼き付けたものであり、防錆効果を発揮す る。代
表的なものを挙げたが、このよ うに漆は塗料であるため、この他にも付着す る
素地によって様々な技法が存在するのである。
2.拭き漆
摺 り漆 とも呼ばれ、漆を素地に擦 り付けるように何度 も磨 くことで、堅牢で
艶のある仕上が りになる。
3.印伝技法
山梨で伝承 されている鹿革に漆で模様を刷 る技術である。400年の歴史がある。
江戸時代に遠祖上原勇七が独 自の技法を考案 し口伝で継承 されてきた。鹿革は、
軽 く丈夫な素材であ り、人肌に とても良く馴染む良質な素材であ り、漆 を塗る
ことで華やかで少 し立体感のある模様がつ く。
1.1.3性能 、 技 法 を活 か した 製 品 開 発
漆には上記 の(4)性能について ⑤ 技法について、で述べた通 り、多様な優れ
た性能 と、技法が存在する。その一方で、 「漆」 と聞 くと代表的な 「漆器」以
外で知 られている製品は数少ない。 また時代が変化 しているが製品は昔か ら変
わ らず、ライフスタイルに調和 しないことも漆の知名度や若者の関心が薄れて
いる一因 と考えられる。伝統の継承や、美 しさを極 めた漆製品 もとても大切で
はあるが、一方で、漆の汎用性 の可能性や性質の良さを分か りやす く伝 え、若
者でも取 り入れやすいライフスタイルに調和 した製品作 りを行 う必要があると
考える。つま り新 しい製品によって興味の促進や漆の性能を分かってもらう工
夫が大切である。
1,1.4プロ ダ ク トア ウ トの 問 題 提起
伝統技法を用いた製品の商品開発 に対する問題点の一つにあげられ るのが、
「プロダク トアウ ト」重視の発想である。 プロダク トア ウトとは、企業側の意
向や技術が先 に生まれ、その技術があれば製品は売れると考え商品の企画開発
を進めてい くや り方を指す。高度経済成長の時代は 「良い製品を作れば売れ る」
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とい う流れがあ りプロダク トアウ トが主流であった。 しか し1970年代以降、市
場は成熟を迎え、製品の飽和化、似たよ うな製品が増え価格競争に陥った。技
術を重視 して作 られた商品やサービスだけでは物は売れない時代に突入 し、 ど
の企業もが消費者のニーズをとらえた商品開発に取 り組み始 めた。一方で、伝
統工芸は、長年継承 されてきた高度な技法が売 りの商品であり、そ こに消費者
のニーズを汲み取るような企画 ・デザインが介入す ることなく進んできて しま
ったように見受け られ る。高度な技術 と消費者 のニーズをうま く合致 させてい
く為に、伝統の形を少 し変えてでも新 しい商品を作ってい くことも、これか ら
の伝統技法を用いた製品には必要になるのではないか と考える。
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1.2本研 究 の 目的
漆の需要は減少の一途 をた どっている。 しか し、前述 した通 り、漆 は優れた性
能や技法を持 っている。時代の変化 に柔軟に対応できていない、そこにはプロ
ダク トアウ ト型に片寄った開発 の仕方などが問題にあげ られ る。そこで漆の性
能や技法を活か しつつ、現代のライフスタイルに調和す る新 しい製品を提案、
制作を行 う。そ してその製品に触れて もらうことで、漆製品の可能性や汎用性
の面白さの周知することを目的 とする。
下.3本論文の構成
第1章 では、漆の歴史背景を踏まえて、漆製品の開発における問題提起を行
い、本研究の意義 を述べた。第2章 では、伝統工芸品 ・現代のライフスタイル
にっいての現状や伝統技法を用いて現代のライフスタイルに調和 させた商品の
先行事例を調査、分析 し商品開発における必要用件 を導きだす。第3章 では、
実際に漆製品を創出す るためにライフスタイルに沿 う新 しい漆製品の先行事例
を調査。分析 を行い、本研究の立ち位置について述べる。そ して、2・3章で得
た事を元に、実際に消費者のニーズの分析や漆の実験など総合的にデザインし、
2種類のプロダク トを提案、制作する。5章 では漆の性能の検証実験を行 う。6
章ではこれか らの改善点や漆製品の新 しい可能性についてまとめ、結論 とする。
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2.伝統工芸 について
漆の統技法を応用 した製品を提案する上で、伝統工芸の現状を把握し、聞題
点を探ることで本研究の方向性を見出すため、2つの調査を行ったeこの章では
それらの調査に基づく考察から要件を抽出する。
2.1伝統工芸の現状
図2.1は伝統的工芸品産業全体の推移 を示す。生産額はピーク時の1984年に
比べて2006年にはそのおよそ3分 の1に まで減少 している。2000年以降は減少
の仕方は緩やかになってはいるが、毎年確実に減少 している。企業数はピー ク
時の1979年の34,000社か ら2006年には16,000社まで減少、従業者数 も1979
年の約300,000人が2006年には約90,000人にまで減少 している。
図1伝続工芸品の全休の推移
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藝登鑓 塁§難 塁塁§§箋壽塁§
図2.1伝統工芸 品全体 の推移5
2.1.1活性 化 にお け る問 題 点
伝統工芸の活性化における問題点を探 り、そこから漆製品の提案、周知する
5経 済 産 業 省 伝 統 工 芸 品 産 業 室2010 .4/10
http=〃www.meti.go.jplcommittee/rnaterials2/downloadfiles/g80825aO7j.pdf
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ための方向性 を見出す。図2.2に、伝統工芸 の産地における振興 ・活性化を進 め
ていく上での最 も当てはまる問題点を示す。 問題点 として最 も多 くあげ られ る
のが、後継者 の確保 が難 しく人材 が不足 してい る(20.8%)、販 路開拓が困難
(20.2%)、社会環境の変化などにより伝統維持が難 しい(13.9%)などである。また、
それに次いで消費者ニーズを収集 しての企画 ・開発が困難である(6.4%)が挙げ ら
れた。次に図2.3で は工芸品の品種 ごとの振興 ・活性化にお ける最も当てはま
る問題点が列挙 されている。図2.2と2.3の数値 を比較す る。伝統工芸全体の活
性化を進 めてい く上での問題点 と、品種 ごとの問題点のパーセンテージを比較
することで他の伝統工芸に比べ て漆器が何 に一番困っているかが数値でわかる
と考えた。そ して比較 してみた ところ、漆器 においては特に 「消費者ニーズを
収集 しての企画 ・開発が困難である」の項 目が伝統工芸全体の平均値 より約1.7
倍上回ってい ることが言えた。 この結果か ら、漆の分野においては特に企画開
発における問題点が重視 されている事がわかる。
n=173
流通が旧来のままで
硬直的である3.5
無 回 答
17.3
社会環境の変化等により13.9R:
伝統の維持が難 しい
消費者のニーズを収集 しての64
企画開発が困難4 .62.3
産地の知名度PR足りない
原材料、生産道具など
生産基盤の調達が困難
8.1
20.8
後継者の確保難しく
人材不足
202
販路開拓が困難
度地 としての
まとまり欠けている
図2,2『全国産地における振興 ・活性化を進める上での問題点』(著者が編集)6
6伝統的工芸品作 りの材料 ・道具ネ ッ トワー クデー タベー ス
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業種別の振興 ・活性化を進めていく上での問題点(最 も当てはまる問題点)
図2,3『品種 ごとの産地における振興 ・活性化を進める上での問題点』7
2.2現代のライフスタイルの調査
伝統技法を応用 した製品の提案をす る上で、消費者のニーズを捉えることが必
要であるとわかった。そのため、次に現代のライフスタイルについての調査を
行 う。それにより、現代には何が求め られているのかを明 らかにする。
(1)ライフスタイルの変化
最近ではライフスタイルを提唱する新 しい業態の店舗が出現 している。蔦屋
家電はライフスタイルを提案する新 しい複合施設である.コ ンセプ トは、"ライ
フスタイル を買 う家電店"であ り、家電 を種類 ごとや機能性 ごとに並べて比較 し
7伝統的 工芸品作 りの材 料 ・道具ネ ッ トワー クデー タベース
http://www.kougei--net.jp/report2008/002/1-1/cat145/cat176/
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て売 り出す従来の家電店の売 り方 とは異 なる。家電を売 る店舗だが、店の第一
印象では本屋やカフェであ り、家電は見 当た らない。書籍や雑誌の売 り場が全
体の多 くを占めてい る。ジャンル ごとに多種多様 な本が存在 し、お客さんは興
味のある本 を手にとって空間の隅々に置かれたソファや椅子に座 り本をゆっく
り読むことができる。その空閲の隙間に掃除機や キッチ ン用品などの家電 も置
かれているといった印象である。つま り。本 を売るとい う空間を芯 として、様々
なジャンルの家電や文具などの売 り物が展 開されてい る。家電の売 り方 はジャ
ンルや性能 ごとに商品を並べ るといった従来の方法ではない。異なる商品を組
み合わせて展示することで利用シーンが見えやすい工夫や、本のジャンルに関
連す る商品をその本がある棚の近くに配置 されるな ど関連づけが されている。
このようにただ家電を売るのではな く、 ライフスタイルや利用シーンに沿った
提案 をす る為の場 になっているのである。 こ うい った業態のお店が出現 してい
ることか ら、 ライフスタイルの変化が見て取れる。物を購入す る時 も、製品の
質(高機能性や外観)の重要性は変わ らないけれ ど、製品の検討か ら購入までの
体験など物の関連体験 ・情報 も重要視 される時代になってきた と言える。
(3)サスティナブルデザインの重要性
21世紀中に現代文明の成長は限界に達 し、危機的状況に陥ることは1970年代
にローマクラブレポー ト 「成長 の限界」で指摘されていた。将来の世代の利益
や要求を充足す る能力を損 なわない範囲内で環境を利用 し続けることができる
ように してい く目的でのデザインを持続可能なデザインとい う意味で 「サステ
ィナブルデザイン」 と呼ぶ。この考え方は環境問題が叫ばれ るこの時代におい
てこの先よ り重要になって くる。その中で 自然材料の性能や性質 を理解 し、活
用 して作 られ る伝統工芸品は大切に使用す ることで長い期間にわたって使用出
来る。 自然素材や ロングライフである面か らもサスティナブルデザインに近い
存在にあると言える。
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3.先行事例 の調査 ・分析
3.1伝統技法 を応用 した先行事例
3,1,1調査 目 的
伝統技法を用いた新 しい製品を調査することで、技法を活か しつつ どうのよ
うに新 しい製品開発 を行っているのか、その着 目点や発想の仕方 を分析 し、本
研究の製品提案 に必要な要件 を導き出すことを目的 とする。
3.1,2調査 方 法
会社名、会社が主に扱っている製品、会社が有する伝統技法、会社が技法を
応用 して製作した新製品、その製品の概要について事例ごとに紹介する。その
情報をもとに、製品提案に必要な要件を導き出す。
3.1,3事例紹介
会社名:日 吉屋
主製品:番 傘
技法:和 傘の折 りたたみ構造
新製品:技 法を応用 したデザイン照明 「古都里」
譜臨
臨織 〃塗 図3.て デ ザ イ ン照 明
「古都里」島
8KOTORIhttp:〃www.wagasa.com!cp_jpZkotori.htm1
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概要:京 和傘を太陽にかざした時の和紙の透 したや さしい光 と、幾何学模様の
織 り成す竹骨の美 しさを広 く知ってもらいたいと考え、伝統技法を応用 し、シ
ンプルで、新 しい照明を製作。デザイナー と共同 し日々模索を続けて作 り上げ
た。筒型の形はデザイナー、開閉構造は日吉屋か らのアイデアである。和紙 を
透 した柔 らかい光 と 存在感のあるデザインが、空間に華を添える。
先行事例2
会社名:能 作(創業1916年)
主製品:花 器、カ トラ リー、皿など
技法=錫 、真鍮、青銅などの鋳造技術
新製品:技 法 と錫の性能を応用 したカゴ
1ゼ,
}1
一Y7T■TT」一'mTt-ny[F∵戸7二
ン轡
＼ 、
.一__,
図3.2KAGO9
概要:創 業当時は仏具、茶道具、花器 の生地 を製造 していた。 しか しライフス
タイルの変化に伴い需要が減少。伝統工芸品である高岡銅器 の鋳造 ・加工技術
を応用 し、2000年頃から真鍮製のインテ リアi雑貨の開発 に着手。 自在に曲がる、
gKへGOhttp://www .nousaku.co.jp/main/501400_kago_square_1/
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曲げて使 う錫のKAGO。富山県高岡市の伝統産業である 「鋳物」の加工技術で培
われた鋳造技術 をもとに、錫(100%)を用いている。やわ らか さとい う錫の特徴
を最大限に生か した商品。ひっぱった り曲げた りす ることで、かご状に変形す
ることができる。
先行事例3
会社名:シ マタニ昇龍工房
主製品:お りん製作
技法:鋳 物 ・鍛錬技術
新製品:技 法と錫の性能を応用 した 「すずがみ」
図3、3す ず が み1。
概要1能作会社が、錫(す ず)を 使 ったカゴのような商品を出 していて、 自社で
も錫で何か叩けないか と思ったのが始ま り。薄いお皿 を作ろうと企画 し、薄い
皿を作 り、平 らな状態で販売 して、折 り紙の様に曲げ方は消費者 に委 るアイデ
アに。伝統産業のよ うに手のぬくもりのあるものを、なるべ く安い価格で提供
したかった と語る。錫を圧延 ローラーで伸ば して四角 く抜いたものを、荒 らし
槌で叩 くとい うたった2分 の作業で完成する。
1。す ず が みhttp:〃www.syouryu.comlarchives/products
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先行事例4
会社名:金 網つ じ(創業1916年)
主製品1豆 腐す くい網
技法:金 網工芸
新製品:技 法 を応用 したランプシェ
ー ドやコー ヒー ドリッパー
?
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鱗
図3,4金 網 つ じ ラ ン プシ ェー ド11
概要:京 金網の起源は平安時代である。高台寺や南禅寺周辺では、昔か ら豆腐
料理が有名。その料理に華を添えるため、銅 を菊の花の形に編む 「菊出 し」と
い う技法を用いて豆腐す くいな どの道具を作ったのが、『金網つ じ』の製品の始
ま り。現在は、京の伝統技法を活か しなが らも 「現代の生活に溶 け込む製品づ
くり」をコンセプ トに、料理の脇役である昔ながらの道具類か ら、インテ リア
に華 を添えて くれる小物まで、さまざまな金網製品を制作 している。
3,1,4考 察
4つの事例 を紹介 した。まず取 り上げた製品について、何を刷新 し新たな製品
をデザインしたのかを整理す る。
伝統技法を用いた製品作 りを している企業では、技法を磨き続けてきている
一方で、その昔に使用 されてきた道具や 日用品をライフスタイルが時代 ととも
に変化 しているのにも関わらず作 り続 けてい ることが多いように見受けられ る。
しか し、先行事例ではすべてに共通 して、技法を必ず しも従来のような似た
製品に使 うのでなく、 日本の伝統を感 じさせつつ、 目常で使いやすい製品に転
換 している。つま り、技法の一点張 りで推すのではなく日常で使ってもらえる
ようにデザイン仕直 しているとい う点が大切 になって くる。そ ういった新 しい
製品を作るにあたっては、何を芯 と残 して、何を変えてい くか とい うことが重
11金網 つ じhtt'〃www .kan、aamitsuii.com
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要になる。伝統技法においてはもちろん伝統技法は残すことになるのだが、根
本は残 しつつ必要に応 じて、i現代に合う素材や使用用途に変えていくことで新
たな道が開けると先行事例から考察した。
12 邑
色
錫の性質X鋳 物技術
ユニークで新しい
・一 一伽 レ
錫の性質 ×鍛錬技術
シンプルに技を魅せている
.…レ 〈=コ
沸 金網技法Xラ イフスタイルに合わせた商品{コーヒーに着目)
ノ
気働 、
〆 ㌔、」
/
… 噌レ
/
和紙の透ける性質
〉く和傘の技法。
ライフスタイルに合わせた商品
一一一一瘤 〉
?
図3,5ま と め
原研哉は 「日本のデザイン」において 目本の価値観 について 「あえて言葉に
するなら 「繊細ユ 「丁寧」 「緻密」 「簡潔」。そんな価値観が根底 にある。 日
本 とはそ うい う国である。」 「ものづ くりに必要な資源 とはまさにこの 「美意
識」ではないかと僕は最近思い始めている。」23と語っている。伝統技法は、長
年の知恵や技術の結晶であ り、まさに本に記されていた 日本の価値 観、美意識
が奥底 に備わっているため、現代のスタイルに調和 させることさえできれば、
新 しく魅力的な製品に生まれ変われる素質を持っていると考える。そ して先行
事例の製品達は新 しく、 「和の美 しさ」を感 じさせ る製品になっている。そこ
にある 「和の美 しさ」 とは見た 目で感 じるのではな く、現代のライ フスタイル
12まとめ(著者 作)
13『日本 の デ ザ イ ン 美ー 意 識 が つ く る未 来一』原 研 哉(2011)
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に合 うようにデザインされつつも、 「伝統技法」や 「素材 の性能」 を丁寧に取
り入れて、繊細で緻密な 日本のものづ くりを継承 しているところに対 して感 じ
る和の美 しさであると考察 した。
昔か ら作 ってきた製品を止めて しま うのではなくその傍、新 しい商品にも従
来の商品の技法を応用 して挑戦 している。伝統だか らといってただ技法を継承
するのではな く、その技法を継承 しながらも時代に合った製品を生み出し続け
ることで、伝統は潰えずに少 しずつ形を変 えながらも根底の技法 とともに進化
しながら次の伝統になっていく。本研究で製作する製品においても、 この考察
で得た伝統技法の応用の仕方を取 り入れて提案 していくこととす る.
3.2漆製品の先行事例について
3,2,1調査 目 的
新 しい漆製品先行事例を挙げる事で、漆 と掛け合わせる素材や性能、技法の
応用の仕方を考察 し、本研究で自らが提案 し制作する漆製品の方向性や漆製品
の中での立ち位置を示す。
3,2,2調査 方 法
商品名、性能、技法、素材、概要について列挙 し、また製品の製作プ ロセスや、
コンセプ ト等について紹介する。
「SIWA」
性能:耐 久性 技法1印 伝 素材=和 紙
本来は鹿革にのみ印刷が可能である漆印刷技術
を、強度のある和紙 「ナオロン」に特殊な加工
を施す ことで和紙に細かな漆をのせ る印刷 を可
能に した和紙 と漆の新 しい表現。図3.2.1に示す。
図3.2,1印伝 技法 を応用 した製 品14
14SIWAhttp:〃siwa .jp
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「thin」
性能:堅 牢性 技法:塗 り 素材:漆100%
漆 と塩 ビは相性が悪 く、塗って も剥離 して しま う。
その性質を逆手に取 り、型の塩 ビに漆を塗 り重ね、
硬化後型か ら抜 くことで、素地が全 く無い薄いが
耐久性のある、漆100%のコップを製作 した。
図3,2.2漆10CFMのコ ツプ15
「urushicocoon」
性能:堅 牢性 技法:塗 り 素材:タ コ糸
タコ糸を型にくくりつけて漆 を塗 り固めた
もの。 タコ糸 と漆による造形 と構造の可能性
を探る。糸の本数 と密度はあらか じめシミュ
レーシ ョンをデジタルで行い綿密に計算 して
製作 されている。
図3,2、3Urushicoooon16
「TOMOE」
性能:耐 水性 技法:乾 漆 素材:布
漆 には塗装剤 としてだけでな く強靭な構造剤
としてのカがある。そこで乾漆技法によって
30kgと軽 く耐久性 も兼ね備えた風呂桶 を製作。
温度も800度程度まで耐え られる。
/
し1111
1阻_=一 一。。
ゼー :"ノ'
図3,2.4TOMOE17
3.2.3考察 と提 案
この よ うな 漆 の 技 法 を用 い た 新 しい 製 品 が 存 在 した 。「素材 」と 「技 法 」と 「性
能 」の 応 用 の仕 方 に つ い て ま とめ述 べ る。 「素材 」 につ い て は 、漆 が 塩 ビ と相 性
15H工ROBA!http:〃hiroba・magazine.com12017/03/031productstory_1703031
16catalyst.inchttp:〃catalyst-japan.com!cocoon.htmユ
17『LEDと 曲 げ わ っ ぱ 進 化 す る伝 統 デ ザ イ ン 」 橋 本 夕 紀 夫(2013) ,
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が悪 く張 り付かない性質 を逆手に取 り、漆の塗膜のみで製品を作 り上げている
製品や、素地を見直 し漆 と掛 け合わせることで新 しい 「性能素材」に挑戦 して
いる。そ してその性能に適 した 日用品に焦点を当てて、活か していた。 「技法」
については、塗 り、印伝、乾漆技法など製品によって様々である。 「性能」につ
いてはどれも耐久性や耐水性 といった漆の強度 に焦点を当てた製品であった。
本研究では、漆の性能を周知 させ ることが 目的の1つに当たるため、先行研究で
は触れ られていない 「性能」を際立たせた製品を新たに作成 したい と考 えた。
漆の抗菌効果は非常に優れている。小林正信、町田俊一による 「漆塗膜の抗
菌性の検証」によると、精製方法や塗装方法が異なる11種類の漆塗膜について
抗菌性試験を実施。全ての試験片において、大腸菌 と黄色ブ ドウ球菌に対す る
高い抗菌性が確認 された。18そして、その効果は数年経 っても衰えない。この優
れた抗菌性があるのにもかかわらず、漆器以外の用途に活用 されていない こと
に疑問を感 じた。また漆器 はその魅力的な性能が認知 されていない現状(1章で述
べている)にあ り、衰退をた どっている。漆器以外 の抗菌性 を活か した製品を新
たに提案 し、性能を分か りやす く魅力的に表現 し周知を広げたい と考えた。そ
の結果以下の2種類の抗菌製品を提案す る。
提案1つ目は、花が美 しく咲 く状態を長持ちさせ る抗菌 グッズである。古 くか
ら 「漆桶にいれた水は腐 らずいつまでも飲める」や、「漆を塗った花器 に生けた
花は長持ちす る」とい う言い伝えが存在す る。 これは水中の雑菌やバクテ リア
の増殖を漆の抗菌性によって抑制できるためであると考えられ る。花が漆 の抗
菌効果によって美 しく咲く状態をより長 く保てている様子を見てもらうことに
よって、漆の抗菌性を分か りやす く魅力的に表現できると考え、花の抗菌グッ
ズを提案することに決定 した。提案2つ目は、抗菌作用のある草履である。人が
日常的に肌に触れるものは、汗が付着 し、匂いの元にな りやすい。天然の抗菌
効果があることで永 く安心 して清潔に使 ってもらえる製品を提案 したい と考え
た。
18小林 正 信 、 町 田俊 一 に よ る 「漆 塗 膜 の 抗 菌 性 の 検 証 」
http:〃www2.pref.iwate.jp/～kiri/infor/theme/2008/pdflH20_12.pdf#search=%2
7小 林 正 信 、 町 田俊 一 に よ る 「漆 塗 膜 の 抗 菌 性 の 検 証 」%27
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4.新漆製品の提案
4、1漆の初期実験
新 しい漆製品を提案、製作するにあたって技法を応用 した新 しい素材 にも挑
戦する必要がある。その為、様々な実験を行った。 この実験は2種 類の抗菌製
品を製作提案するにあたって素 となる大切なものである為プ ロセスをここに記
す。1っ 目の実験は、素地 と漆の掛 け合わせについて行 ったe漆 は 「素地」(漆
を塗る母体)との組み合わせで性能を発揮す る。従来は木や革、竹、紙、布な ど
に塗 られることが多い。従来の素地 とは異なる物を使用することで新たな性能
や造形の発見につなげることを試みた。図4.1に示す。
図4.1素地 を卵 、ダンボール 、紙、テ ィッシュペーパー 、糸 に して漆 を塗布L9
その中で可能性があると考えたのが、細い糸に漆を塗ったものである。先ほど
の漆製品の先行事例の中にある 「Urushic。c。on」のタコ糸 と漆の掛 け合わせ を
参考に した。糸の緩やかな形状を保った状態で漆 を塗布 し硬化 させ ることで、
外観では糸の繊細 さをそのまま表現 しつつ、漆の耐久性を兼ね備えた素材が出
来上がる。 ここか らは糸 と漆の掛け合わせである素材を 「糸漆」 と表現する事
とする。実際に漆を塗布 してみたところ、糸の種類 によって塗布する時に糸の
19著者 作
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繊維が毛羽立てって しまい、そのままの状態で硬化 させた糸漆は表面が汚 くな
って しまった。つま り糸の種類にも漆の艶を引き出せ るかに影響 しているとわ
かった。毛糸などの糸の繊維が出
やすい ものは適 さない。 レザーク
ラフ ト糸などの表面処理が施 され
た素材が適する。次に造形の仕方
として、糸をゆるく編むことで柔
らかい印象を保ちっつ、面を造形
することが可能であると考えた。
図4.2糸 と漆の掛 け合わせ2。
図4.3絞漆の調合実験2i
次に漆の粘性を増す実験を行 った。
漆は=液体だが、豆腐や、牛乳な ど
のタンパク質を加 えることにより、
粘性が増す性質を持つ。 このタン
パク質を混ぜた漆の総称を 「絞漆
(しぼ うるし)」と呼ぶ。豆腐や牛
乳、卵白、おか ら其々に漆を混ぜ
てこの性質を試す実験を行った。
素材 によって少 しずつ粘性が異な
った。次に、粉状のおか らと漆の
掛け合わせで、個体を作るとい う
新 しい試みも行った。図4.3に示
す。おか らと漆を同量使用 し、粘
土の様にこね合わせ ることで個体
を作 ることができた。硬化後の素
材は非常に硬 く、崩れない物体で
/人 ＼
掩
糊r痔1{'一','tt-i言 言一1一毫
、＼
騨
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おか らの荒い粉が所々に見える木の固まりの様な ものになった。
f'・ タ.
窮ま乙
→
●●●o
図4.3漆 とおか らの掛 け合わせ22
4.2製品提 案1
4.2.1花の 市 場 調 査
抗菌 グッズを提案するにあたって花について、消費者のニーズの調査を行った。
株式会社オークネ ッ トの2015年12月24日(木)～2016年1月60(水)に1279人を対
象 に実施 されたインターネ ッ ト調査によると、「過去1年で花を買った」 と答え
たのは69.4%とな り、その うち 「プ レゼン ト用に買 う機会が多かった」が27.7%
(前年度調査 よ り・7ポイン ト)、「自宅用に買 う機会が多かった」が41,7%(前年度
調査より+14.9ポイン ト)とい う結果になった。2014年の同アンケ 一ートで は、「プ
レゼ ン ト用 に買 う機会の方が多かった」が 「自宅用 に購入する機会が多かった」
を上回っていたが、2016年には逆転 していることから、「自宅用 に購入す る人」
が徐々に増加 している傾向にある。また購入の理 由としては 「空間を華やかに
した り、季節感を演出す るため」(39.3%)が最多 とな り、切 り花を 自宅の環境 を
心地 よくす るためや季節感 を感 じ、心を癒す 目的で買 う需要が増 えていること
がわかった。現代のス トレス社会では、森林を散歩す ると緊張や不安を和 らげ
気分が良好になるよ うに、花な どの植物を家やオフィスに取 り入れ ることで癒
しや集 中力を得 る環境作 りも増えてきている為、これか らも自宅用切 り花の需
22著者 作
23
要が増えてい くと見込まれる。
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2014～15年花の購入状況の推移
図4,4花の購 入につ いて23
次に、花 を購入するにあたってその意欲 を妨げている要因を探 った。花 を自
宅に購入 しない人を調べた ところ、「花を買 う習慣がないから」「手入れが大変、
花の手入れがわか らない」 とい う理由が多 く挙げ られた。また、 自宅に花がな
い理 由には 「水や りな どの手間が面倒だか ら」や、「す ぐに枯れるか ら」、「お金
がかか りそ うだか ら」 とい う意見が多 く挙げられた。花を購入するか否かの判
断に 「手間」 と 「金額」が一番関係 している事がこの調査か ら理解できる。切
り花は生きているものだか らこそ、購入後の 日々のお手入れが必要になるが、
現代の忙 しい社会ではその手間が嫌煙 される理由の一つに挙げられる。また、
花を購入す るときに一番にきにするのは 「金額」であるが、金額 の比較的安い
花を購入 したか らといって、品質が悪 くす ぐ枯れて しま う花では消費者の満足
度は低 くなって しま う。 日持ちする、新鮮 さが続 くといった品質の良さは結果
的にコス トパフォーマ ンス と大きく関わる為、花を購入す る消費者にとって、
金額面 と同等に重視すべきポイン トと言える。 しか し、花の品質はお店や花の
見た 目か らは判断す るのが難 しい。また、店舗で花のお手入れの仕方について
23オ ー ク ネ ッ ト調 査https=〃www .aucnet.cojp/nw/オー ク ネ ッ ト総 合 研 究
所%E3%80%80消i費 者 ア ン ケ ー ト結 果 一6/
24
教えてもらえるような機会もないことから購入意欲や購入を普段しない方が新
規購入に踏み切るきっかけを抑制する要因にもなっていると考える。
花を購入 しない理由(複数回答可)
花を買う習慣がない
花の手入れが大変
飾る場所育てる場所がない
花の手入れがわからない
自宅に花がない理由
水やりなどの世話が面倒
すぐに枯れるから
お金がかかりそうだから
小ざな子どもやペットいるから n=359
図4.5花の購 入と関心(著 者 が編 集)24
4,2.2本提 案 の メ リッ ト
漆の抗菌性によるグッズは、水中の雑菌を目々抑制 し花を長持ちさせること
ができる。そのため、水 を替 えず とも育てることが可能であ り水を入れ替える
一手間が省けて、購入へのハー ドルが下がる。また花の種類や品質に関わ らず
新鮮 さを長持ちさせ ることができるため、少 し価格の高い花や、あま り育て方
の知識がない種類の花でも購入を試みる余裕が生まれ る。そのため、購入意欲
を抑制 している 「手間」と 「品質への不安」について解消を促す製品と言える。
4,2.3素地 の 応 用 実 験
新 しい可能性を見出す為の実験を試みたことを前述したが、その中で糸と漆
を掛け合わせたものを紹介 した。糸という細く柔 らかな素材を漆で固めて成形
することにより、耐久性のある製品ながら、繊細な表現をすることが可能にな
24花 の 購 入 や 関 心
http=〃wwwmaf£goj両/5eisan/kaki岨ower/hosinO9/pd倉san2.pdf穐earch=%27切り花+消 費 者
+手入 れ 面 倒o/・27図
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る。そ して人の感情に響き心を癒す花を、柔 らかく包み込みより魅力的に見せ
られる可能性 があると考え、糸漆を採用す ることに した。次に形を作 りだす方
法を模索 した。糸を型にくくりつけて固定 し、漆で固める方法 と、ゆるく編ん
だものを漆で固める方法の2つ 考案 し、美 しい造形 を作 り出すことを試みたが、
双方 ともプロダク トとして規定の形 に綺麗に成形をする為には非常に手間がか
かる作業であった。今回は製品の製作手順 も比較的手間をかけずに実施できる
ことも大事な観点であるためこの方法は断念 し、他の手段で、糸の柔 らかい表
現を残 しつつ手間を省略できないかを考えることとした。
図4.6と4,7糸を型にくくりつけ黒漆で固めたモック25
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図4.8と4,9糸をゆる く編 んだ もの を固めた モ ック26
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次に比較的容易に造形ができ、糸や布のように柔 らかい表現ができる素材 を検
討 した。その結果 「ポ リプロピレン」のネ ッ ト状の素材に着 目した。ポ リプロ
リレン(PP)はプ ロピレンを重合 させた熱可塑性樹脂であ り、熱をかけること
で成形す ることが可能である素材のため、意図 した形を保持 した状態で熱 を数
秒加 えて冷ますことで、意図 した形を保つようになる。その状態で漆を塗る作
業に入れるため、糸 よりも製作が容易になる。ポ リプロピレンには他の性質 と
して、軽 く、吸湿性がないため速乾性 に優れ低価格である。今回製作する抗菌
製品は水に浸 して使用す るので、ポ リプロピレンの吸湿性がなく速乾性がある
とい う点 も糸 と比べて優れている点である。以上か ら、適 した素材である 「ポ
リプロピレン」を採用 した。
4,2.4造形 に つ い て
(1)形の 理 由
花瓶ではなく、抗菌グッズ とした理由としては糸 とい う自由な造形表現が可
能な素地を活か したかったことが1つの理由 としてあげられる。そ して花を購入
する消費者に対 して、便利なサイ ド商品 として販売促進を したい と考えたため、
花瓶 とい う形ではな く、一見単体で見るとオブジェのような今まで見たことな
い商品に して興味を惹 くことができると考えた。また、花 と一緒にこの製品を
ギフ トとして贈 るといった購入の仕方を想定 した時に花瓶よ りグッズが良いと
考えた。
(2)造形の手順
ポ リプロピレンを型に沿わせながら ドライヤーで熱する。図4.10に示す。熱
成形 したい箇所に数秒間温風をあてつづける事で概ね、意図 した形 を熱で成形
す ることができる。そ して温度が冷 えるとその形状はそのまま保持 される。次
に熱成形下ポ リプロピレンに漆の下地塗 りを行 う。素地が木の場合 と同様 の手
順を踏む。下地塗 りには砥粉 と呼ばれる、粘土(黄土)を焼いた粉 と、漆を混ぜ合
26著者 作
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わせた 「下地漆」を作成 し、ポ リプロピレンに全体にムラなく塗 りつける。図
4.11に示す。それを数 日間かけて乾燥(硬化)をさせる。次に顔料(青と白)と上朱
合漆(透漆)を混ぜた 「色漆」を作成 し、仕上げとして全体に塗 る。図4.12に示す。
その後室(ムロ)で乾燥(硬化)させる。図4.13に示す。 この 「色漆 を全体に塗って
硬化 させる」手順をあと2回繰 り返 し、漆塗膜を重ねる事で強度 を持たせる。こ
のような手1頃によって完成する。
図4,10～ 図4,1327
制作風景
図4.lo熱成形
図4,12色漆塗布
図4.11下地漆塗布
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完 成 品写 真 上 か ら図4,14、図4.15
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図4.14、4.IS28に完成 した漆製品を示す。布がガラスボウルに纏わせてあ り、花
を包み込んでい る柔 らかい印象 を目指 した。ポ リプロピレンを ドライヤーで熱
成形 し漆で固めるとい う製作手順によって比較的容易に布の 自然な造形をその
まま活か した造形が可能になった。
抗菌効果で枯れにくくし、花を鑑賞出来る期間を長 くす ることで、切 り花のコ
ス トパフォーマンスが向上す る。 これは、現在切 り花の市場 にとって も品質 を
高め、購買意欲を増やす契機に出来 る。そこで、可能性がある販路 としては花
を販売 してい る場所でこの抗菌 グッズを一緒に取 り扱ってもらう事である。ま
た、花をプレゼン トする時に一緒にギフ トとして贈るセ ッ ト商晶にするといっ
たことが考えられる。 これによって伝統工芸における販路開拓が困難 であると
い う要件にも解決策を示す。
4.3草履 に つ いて
4.3.1抗菌 性 の 意 義
足は汗をかきやすい場所であり、足の臭いの原因は、黄色ブ ドウ球菌などの足
裏に付着 している雑菌が温度 や湿度等の条件 によって増殖す ることによって発
生する。また足に関する製品の中で草履は特に、夏場素足で頻繁に履 くもので
あるため最 も抗菌性の需要があると考えた。
4.3.2土台 の 実 験
草履の土台に抗菌作用をつけるため、漆の個体で土台を作成 しよ うと試みた。
先ほどの調査か ら履きやす さも消費者 のニーズか ら重視 したい観点であるため、
弾力性のある素材が求められた。おか らと漆 を混ぜ る分量を調整す ることで硬
さを変えて適応 させ ようと試みたが、おか らが多す ぎると崩れやす く、漆が多
い ととて も硬い頑丈な物質になって しま うため、実験では理想 の個体 を作るこ
とは出来なかった。そこで個体に漆 を混ぜ全体に抗菌効果をつけるアイデアは
断念 し、表面になるべ く多 く漆をま とわせ ることで抗菌効果をつけることにし
た。しか し、漆を全体に塗って しま うと表面が固くな り履 き心地に影響が出る。
28著者撮影
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そ こで漆を塗るのではな く、点々と表面積多 く存在 させ ることを考えた。また、
履 き心地をよりよくする為、素地にはコルクを選定 した。漆をコル クの表面に
点在 させ ることで、コルクの弾力性 を損なわず にできるだけ多くの抗菌効果を
見込む ことができる。そ して漆を表面に点在 させ る方法 として 「印伝」 と呼ば
れ る既存の漆技法が最 も適 していると考え、「印伝」の技術をコルクに施すこと
を決定 した。
4.3.3印伝 技 術 の応 用 実験
印伝 とは鹿革に漆で模様 を刷る技術である。鹿革
は、軽 く丈夫な素材であ り、人肌のようなきめ細か
く非常に良質な素材であり、漆を塗ることで華やか
で少 し立体感のある模様がつ く。現在の使用用途 と
しては、財布や巾着、ポーチなどの小物に用いられ
ている。図4.16に示す。
図4.16印伝技法で作られた巾着29
印伝の作 り方の手順には独 自の高度な技術が存在する。まず鹿革を適切な方
法で加工 しなければ漆を綺麗に刷 ることは出来ない。また、漆を刷 る型紙は、「伊
勢型紙」と呼ばれ、この型紙 も伝統技法の一つである。伊勢型紙 とは、美濃和
紙を柿渋でベニヤ状に数枚張 り合わせ、燥煙 と乾燥 させて作 られる。その丈夫
な型紙に職人が手作業で彫刻装飾を施 し完成する。そ して、漆を刷る作業段階
において も、通常の漆のまま刷 るのでは粘性が弱 く、立体感のある模様は出せ
ないため、調合 した絞漆(豆腐などのたんぱ く質を少量混ぜ合わせ ることで漆の
粘性が増す技法)を用いる。 これ らの高度な技術を応用 し、制作手順を簡素化 し
つつ完成度は保てるようにす ることを意識 して実験を行 った。
(1)素地の加工
本来は鹿革を加工 したものを素地として使用する。鹿革は非常にきめ細かく、
柔軟性 にす ぐれている素材である。 この素材にできるだけコルクを近づけるた
めに、ヤス リがけを行 った。本来コルクは樹皮を粉砕 した ものを圧縮 した もの
29印 傳 屋http:〃www .inden-ya.co.jpllite/index,html
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であり、表面には凹凸がある。その状態では漆を綺麗にすることは出来ない。
そのため、目の荒いヤス リから目の細かいヤス リを5種類使用 し、表面の凹凸を
極力無 くす方法を取った。
(2)伊勢型紙の簡素化
本来の印伝技法は伊勢型紙を使用す るが、本研究ではシルクスク リーン印刷
で代用す ることを試みた。彫刻装飾はイラス トレーターで柄を製作 し、カ ッテ
ィングシー トをカッティングプロッタで切 り抜いて、シルクスク リーンの板に
貼 り付けて型紙を製作 した。伝統技法を用いずに行 うこの方法に意義 を唱えら
れ るかもしれないが、本研究ではカッティングの作業をデジタルで代用 し簡単
に作れることも伝えることで、漆のハー ドルを下げ身近になると考えた。
上から順に図4,17～4.1930
(2)絞漆の作成
漆 にたんぱ く質を加えることで、粘性
のある漆が出来る。印伝の立体感を綺麗
出す為 には、粘性の調整が大切 となる。
漆に牛乳のたんぱ く質成分を混ぜて実験
を行った。は じめは立体感 を良く出せ る
様にたんぱく質を多 く入れ、粘性が強め
の絞漆 を作成 した。図4.17に示す。
その絞漆を用いて刷 ったものが図4.18
で示 したものである。シルクスク リー ン
で印刷す る時に1ヨ詰ま りを起こ して しま
い、立体感を出す以前に擦れて しまった。
そこで、この絞漆に漆を足 して、粘性を
調整 し刷ってみたのだが、滲んで しま う
か擦れて しま うかの失敗に終わった。
10回程刷 り実験を行 ったが上手 くいかな
かったため、牛乳では出来ない と判断 し、
次にツヤが出やすい絹ごし豆腐で行った。
また、コルクのヤス リがけも足 りてない可能性が
鱗
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あったため、念入 りに行い再び絹 ごし豆腐の絞漆で刷 り実験を行 った。図4.19
に示す。 この条件で綺麗に刷 る事ができた。(漆:豆 腐=約4:1)
4.3.4制作 手 順
草履の=ヒ台の制作手順をまとめる。シル クスク リーン板にカッティングプロッ
タであらか じめ柄を出力 したカ ッティングシー トを貼 り付け、型紙 を作る。そ
して刷る素地であるコルクを念入 りに、目の荒いヤス リか ら目の細かいヤス リ
まで段階を踏んでヤス リがけをして表面の凹凸を無 くす。図の4.22に示す。次
に、色つきの絞漆を作成す る。図の4.23で示す。まず色漆を作成するため顔料
と漆をよく混ぜ、その後絹 ごし豆腐 を加 え練って完成す る。 コル クにシルクス
ク リーンの枠を合わせ、刷 っている作業中に動いて しまわないようテープなど
で固定する。 コルクとシル クスク リーン板の間に隙間が出来ないよ うに上から
押 して圧力をかけなが ら、絞漆でシルクスク リ・ー一・一ン印刷 を行 う。室 に入れ 、約1
目乾燥 させて硬化 したのち、草履の土台の形にカッ トして完成 となる。
左か ら順 に図4.20～図423制 作風 景Sl
尚、シルクスク リー ン板で刷 った後、残っている漆は(図4.23)油を染みこませた
布やテ ィッシュによって落 とすことができる。通常の塗料は水あ らいだが、漆
は水では落ちず、油で落 とすのだ。そ して油で掃除す ることでシルクスクリー
ン板は何回でも使 うことが出来る。(実験では同 じ板を20回ほ ど使 ったが壊れ る
ことはなかった)そして出来上がったものを図4.24-4.27に示す。
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草履の写真
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図4.24～4.2732
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4.3.5柄や 色 、バ ラヱ テ ィの 可能 性
オ リジナルの印伝柄の製作を行った。図428に示す。漆の艶反射の綺麗 さが
出やすい よう曲線 を多用 し、縦横均一に放射状に伸びる形を考えた。また、そ
の他の箇所に点を多用す ることで漆の抗菌効果が隅々まで行き渡 るようにデザ
インを行 った。漆は透漆に顔料を加 える事で、多彩な色を作 る事ができる。催
事な ど特別用途で使われていたものや漆器 といえば赤 と黒 とい う印象が強 く定
着 しているところを一新す る意味を込めてカラーバ リエーシ ョンを提案 した。
図4.29に示す。?
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オ リジナル の印伝柄 図4,2833 色漆 によるカ ラーバ リエー シ ョン 図4,2gs4
コルクに印伝技術を施 し、 コルクの弾力性
と漆の抗菌性 によって履きやす さと清潔 さ
を持った製品を目指 し草履を制作 したが、
この技法はインソールにも応用が利 くと考
える。図4.30に示す。
また、コルクも漆同様 自然の枯渇 しない資
源であ り、サステ ィナブルな素材の掛け合
わせであるため、今後温暖化が叫ばれる環
境下においてエ コなマテ リアル として可能
性があると考 える。 図4.30インソ 一ール35
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5,抗菌性の検証
5.1花による検証実験
5.1、1実 験 方 法
実際に漆の抗菌性を検証するため、一輪挿 しを用いた実験を行 った。花が枯
れ る主な原因は水中に雑菌やバ クテ リアが発生 し、その菌を含んだ水を花が道
管か ら吸い上げることによる。そこで本実験では、同条件のコップに対 して、
片方は水道水のみ、もう1つには漆を塗った個体 と水道水を入れた。各々に同種
類、長さも同 じくした切 り花を挿 し、一定時間経過後の花の様子(花弁や茎の枯
れ具合)を観察する事によって雑菌への抗菌性があることを証明する。また、2
週問にわたる実験においてコップの中の水は一度 も取 り替えないものとし、温
度は約17度の室温に放置 した。
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図5.1実 験 方 法36
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約1日ごとに写真 を撮影 し、時間経過 ごとの花の様子を把握 した。実験にあたっ
てバラを選定 した理由は、誕生 日や記念 日にギフ トとして贈 られることが多 く、
安定 した需要がある。その一方で、繊細であ り水揚げが難 しい品種であるため、
バラの鮮度を保てることを証明す る必要があると考えた。
5.1.2結 果
1日または2日ごとの変化 を図5.1～5.1037に示す。左の白いコップが水道水の
み、右の緑のコップが漆を染み込ませた素地をいれた水道水である。1日目～6
日目までは双方 とも花が少 し開き始めたが特に何 も変化が起きなかった。 しか
し7、8日目か ら、左側の水道水のみの方の花に変化が起 きる。8目 目を図5.5に
示す。花弁が一枚薄茶色に変色 し取れた、これは雑菌を含んだ水 を吸い込んで
いる状態によって花の鮮度が落ち始めたのだ と考える。そ して10日目には茎が
図54
図57
国5.5
図5.1・-5.10
2017.10/27～11/09
に か け て 抗 菌 性 実 験 を 行 った
図58
図56
図59
図5te
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花の蕾の重さに耐え られなくな り、水 に落ち込んでいる様子がわかる。一方で
漆を染み込ませた素地を入れた方では、花弁に元気はな くなってきているがま
だ、全体的に白い状態 を保持 し、咲いてい る状態 を保てている。そ して、14日
目には水道水のみの方の花は灰色のカビの様なものが発生 し、完全 に花は茶色
に変色 し枯れ果てた。一方で漆 を染み込ませた素地を入れた水道水 の方の花は
全体的に萎れ元気が無 くなったものの、茎が花の重 さに負 けることなく真っ直
ぐ伸びた状態で花弁に変色も一切見 られなかった。 この結果か ら、漆には十分
に水中の雑菌を抑える抗菌性があると言える。花を観賞できな くなる状態が茶
色 く変色 し枯れた状態 と定義す ると、水道水のみの方は9、10日目か ら観賞でき
ない状態になったと言える。す ると今回の実験では、漆 を入れた水 と入れてな
い水で観賞できる期聞の差は約4、5日間 となる。総合的には水 を取 り替える手
間が無 くな り、かつ花を通常より4、5日間長 く楽 しめると言 う結果が得 られた。
「なるべく長 く楽 しみたい、枯れて欲 しくない」 とい う意見と、一方で 「毎 目
水を替える手間が面倒」とい う、2つの考 えに対 して双方の不満を解消できるた
め、消費者のニーズを掴めるのではないだろ うか。
5.2人の常在菌についての検証
5.2,1既存 実 験 よ り
小川俊夫著書の 「うるしの科学」p.113にて抗菌性試験が記されている。大腸菌
を採取 し、バイオチェッカー板で大腸菌群のコロニーを出現 させた後、大腸菌
専用培地上に塗布す る。 このような専門の培養方法を経 ることで、抗菌性試験
に必要な大腸菌の棲息 している液体が得 られる。抗菌性の評価には通常フィル
ム密着法 とい う方法が用いられる。その方法で塗膜 あるいは漆器について抗菌
性試験を行った結果 を図5.11、5.1238に示す。様々な状態の塗膜 を使用 したが、
いずれ も抗菌活性値が2.0を超 えていることか ら、うるしの抗菌性は証明される。
なお、抗菌活性値(A皿tibacterialActiVityValue)はJISZ2801抗菌性試験方法で
定められている試験方法で、抗菌効果の程度 を判定する指標の値である。抗菌
活性値2.0以上(99%以上の死滅率)で抗菌効果があると規定 されている。
38『うる しの 科 学 』 小川 俊 夫(2014)p,113
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最近の数は5000種とも言われ、これらすぺてに抗菌性を試験することは不可能
であるが、現在大腸菌群、尿素分解菌、黄色ブ ドウ球菌に対 して抗菌性が認め
られている。塗膜はこれらに強い抗菌性を示していることから細菌に対しては
抗菌効果があると言っていいだろうと記されている。草履については、足裏の
常在菌を抑制する効果が期待される。足裏では、水虫の原因となる白癬菌、足
のニオイの原因となる黄色ブ ドウ球菌が悪玉菌として存在する。黄色ブ ドウ球
菌については先ほどの実験でも抗菌性が認められてお り、匂いのもとを抑制す
る効果が期待出来る、また草履はあまり洗うことのない履物であるため抗菌効
果は重要であると考える。土台の表面に菌がついても漆の抗菌性で次履くまで
の間に菌が無くなることで、足を清潔に保ち続けることが期待される。
、?。?
?
?
? `
畑謡》一・一㌧
.4
{b}漆膜(ま っ た くコ ロニ ー な し)
図511培養後のコロニーの例
5
4
??
?
?
?
?
?
?
?
1
0
123456789
試刺番},
黒色漆器,1
朱色漆器,2
拭 き漆,3
5婿 究室作製の漆膜,4
ポ リプロピレン,6
ウレタン樹脂,7
ユ リア樹脂,8
フェノール(レゾルシノール)樹脂9
図5,12抗菌性試験結果の例
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6,アンケ ー ト調査 ・周 知
6.1調査の 目的
漆についてどういった印象を人は持っているか、漆について触れた経験があ
るかな どの意識調査 と、製作 した2種類の作品についての印象調査アンケー トを
行い、実際にユーザーが どういった印象を持つかを知る為の調査を行った。そ
れによって、 この製品の 「漆の性能や技法 を分か りやす く見せ ることで漆 を周
知 し、 日常にな じむ製品を作る」とい う目的が実際に達成できているか、これ
か らの改善点はどういったことかを把握す るために行った。
6,2調査の方法
googleフォームを利用 した、webアンケー ト形式をとった。20代一・60代の男女
28名に回答をいただいた。1ページ目は年齢や漆についての意識調査 を行 った。
この漆についての意識調査は、何も調べず、現在知っている限 りの情報で答え
てもらうことで、漆について どの程度の知識があるかを測 った。そ して2ページ
目では漆について性能などの基本知識 を説明 した上で、製品についての印象調
査を行った。質聞の一覧をここに記す。
1ペー ジ 目
1.あなた の年齢 を教 えて ください。
2.あなたの性別 を教えてください。
3.あなたは実家ですか、一人暮 らしですか?
4.あなたは漆製品に触れたことはあ りますか?
5.あなたは漆製品を持っていますか?
6.あなたはこの技法の名前を知っていますか?
7.現在の漆に対するイメージについて、当てはまるものを全て選んでください。
2ページ 目
1.写真 と説明に目を通 し、この製品に対 しての印象を教 えて ください。
2.写真 と説明に目を通 し、この製品に対 しての印象を教 えて ください。
3.写真 と説明に目を通 し、この製品に対 しての印象を教 えて ください。
4.このアンケー トで漆について印象が変わったことがあれば教えて ください。
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1ペー ジ 目
漆製品についてのアンケート(卒業論
文用)
卒業論文 の暮隅:にお いてアンケ ・トのヨ答 のこ・協 力をお瀬い し
τ います。 こコ答 いただいた内奪は本牙す`以外の 目的に使痢す
ることはござ い奮せん1,撚て しいと こるすみ ませんが伺亭ご憤
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事馬品の=H卑調貴
2ページ目(既存製品1つと、 自ら製作 した製
品2つに各々について、右下の9項目のアンケ
一 トを行 った、)
「濠」 はウルシノキから擦取盲れた樋蜘匡毫精製し乱ものであり、
天然の」風貨む捨料で・す」
濠k姑 接繭性 ・耐久性 ・対薬品性(飯やアルカリ)・携薦慢とい,
距優枕た性働 じあo塞 す」
航琶性健大島滴壱24時閥で死漏芒せ、耐久性として隊、世界墨畜
⑪号ゐ』の出土晶は縄窯時代に翻ゐほどです。
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2.花を長持ちさせる漆製品
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6.3結果 ・考 察
漆 が実 際 に人 の 身 近 に あ ま り存 在 して い な い こ と、 ま た漆 の イ メー ジ の偏 りが
あ る とい うこ とが 実 際 に結 果 か ら見 て 取れ た 。例 えば 、4.あな た は漆 製 品 に触 れ
た こ とは あ りま す か?と い う質 問 に対 して 、 触 れ た こ とが あ る、 と回 答 した 人
は64.3%と半 数 を超 え る一 方 で 、5.あな た は漆 製 品 を持 っ て い ます か?の 質 問 で
は、 持 って い る と回答 した入 は25%と 低 い 結 果 とな っ た。 ま た 、7.現在 の漆 に
対 す るイ メー ジ につ い て 、 当 て は ま る もの を全 て選 ん で くだ さい 。 とい う質 問
にお い て は、 日常 とい うキー ワー ドを選 ん だ 人 は1人 もい ない 結 果 とな った 。 こ
の こ とか らも漆 は人 の生 活 か ら遠 い存 在 にな っ てい る こ とが 改 めて 明 らか とな
っ た。
あなたは漆製品に触れたことはありますか?あ なたは漆製品を持っていますか?
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現在の漆 に対するイメージについて、 当てはまるものを全 て選んで くだ
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図6.3ア ンケー ト結果 グラ741
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また、図6.3の漆に対す るイメージについて上位か ら列挙す ると、L伝 統的な
(89.3%)2.高級品(67.9%)3.赤と黒(53.6%)が多 く挙げ られた。や は り伝統的で
値段が高 く、赤や黒で塗 られたイメージが 良い意味でも悪い意味でも定着 して
いることがわかった。
卿 .A・
図6,4ア ンケー トに使用 した写真42
2ページ目では、次に既存 の抗菌性のある漆器1つ と、自ら製作 した抗菌性のあ
る漆製品2つ を、同 じ項 目で印象調査を行い、既存製品と自らの製品の印象の
差を比較することで、製品が どのような印象 を持たれ るかを調査 した。 その中
ではっき りと差が出た4項 目を図6.5に示す。漆のイメージが変わるか とい う
質問項 目においては、「花 を長 く保つ製品」 において、高い数値が出た。 また、
新規性があるか とい う項 目において も、「花 を長 く保つ製品」が一一番高い数値が
出ているところか ら、植物 を漆の抗菌性で長 く保つことや、造形面において新
規性があるとい うことが裏付 けられた。次 に、草履においても漆のイメージが
変わるか、新規性があるかの双方の質問において、既存製品である漆器 よりは
高い数値が出ていることか ら、「花を長 く保つ製品」よりは劣 るものの、新規性
があるとい うことがわかった。抗菌性 に価値 を感 じるかとい う項 目においては、
全てにおいて高い数値が示 されてお り、漆の抗菌性の価値 を 「食」、「植物」、「人
の常在菌」 どれにおいても感 じているとい う結果 とな り、漆の性能の価値を改
めて見直 してもらえた結果 となった。最後 に、 日常に馴染むか とい う項 目にお
いては、既存製品の漆器 と比べて自らの製作 した製品2種 は同等か、少 し低い
数値 となった。新規性がある一方で、 日常 に馴染みやすい訳ではないとい う結
果 となった。 これは、新規性 のある製品である一方で、未完熟な造形面や、使
い方のイメージや 日常で使 うシーンが うま く伝わらなかった結果であると考 え、
造形 の発展、また販売の際に共感 を得 られ るイメージの促進 などがこれか ら必
42「MARUWAN」http://i-crt,jp/news/1095/
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要であると考える。
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最後の漆のイメージが変わったことがあれば教えて くださいとい う質問項 目で
は図6.6に示すよ うに、多 くの方に漆について驚いたことや、抗菌性 の価値 を
認識 したな どの回答をいただいた。製品を作 ったことで得 られた反応 が、製品
を製作 した 目的 と沿っていた為、製品の有用性があるとい う結論に至った。
食器以外の製品でイメージがなかったためおもしろいと思うた
濠紀も操々な技法があることは知らなかったので印象力優 毎r⊃た。
用途の多さ
器だけ口や無いんだなと思いまし」た.
漆が何にでも蟄れ蚤こと龍びっくりしましたe
漆といえば 「藻eeJ、櫛などにしτも高級品というイメージがありました。まjた、赤茶けた独
特の色合いの印爺壷強く持っていました。
今回37の製畠を見せていただき、慰7ていた蹴上の、伝競の枠にとらtiれない用途やデザイ
ン、可旛性があること壱知れました.
ありがとうございます.
輿味深かったです
1色々な…支法があるんだなと思いました
漆匿ついτ少し貝嫌を捕てました.繍文頑張っτください。
,身に着けられる製品としてのi蹉案は新鮮だった
しらない
漆1ζ抗商性があると知り、驚いた・
抗商惟についてMることがで毒、漆は実用的だかGこそ長く日本で嚢されてきたのだと無つい
た・
漆匠ついτ何も知らなかったけど、抗菌性が莇る?ことに驚いた!
抗奮性があることを初占ウて知りましたe
濠の用途がこんな匿あるのかと驚いた.
いろい弓莇るんだ疎と屈った
色のバリエーションが、意外摺うた
濠にも嫌々な色や使い方があるのな感ロました
濠の使った吻がたくさんあ嵩ことを知り畜した
伺もなし、んだな拓
なし
拡酉性k=ついては全く知らなかったので、日常的なものにも、活用できモうだとおもoた.
新しい感じがしました
潭が抗苗悔があることが知れて、花が畏携ちす番など、実際の効架に驚いた・
図6.6ア ンケ ー ト結 果44
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6.4展示 に よ る周 知
製作 した製品2種 、その製作過程のモ ッ久 コンセプ トを説明 したパネル、
製作物のイメージパネル、論文などの展示を行った。2!10～2/12の学内展 と、
3/1～3/7に行われ る学外展にて展示を行い、漆製品に直に触れてもらう機会 と
なった。実際に、漆 と豆腐 を混ぜて作 るとい う過程 に驚かれ る方や、作品に触
れて今まで見たことがない漆製品だ と驚かれる方 もお り、展示に来 られ見てい
ただいた方々には新 しい可能性や良さの周知ができたのではと考える。
図6,7学 内展での展示風景写真45
45著者撮影
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7.今後 の課 題s結 論
本研究では、漆の性能や技法を活か した新 しい製品提案、製作を行い、その製
品を通 じて漆の新 しい可能性や汎用性の面 白さを伝えることを目的 としてきそ
れによって漆の誤った印象や関心が離れて しまっている現状を変えたい と考え
た。そこで先行事例やライフスタイルの調査 をし、漆について伝 えるためには、
漆の性能や技法を分か りやす く活か し、また既存の漆製品 とは異なる新 しい素
地の実験や、漆技法の応用に挑戦す ることが必要であるとわかった。また、プ
ロダク トアウ ト寄 りであった伝統工芸の作 り方に対 して、消費者のニーズを汲
み取った製品の提案 をするようにシフ トチェンジが必要であることも、先行事
例研究か ら明 らかにした。それ らを踏まえて、本研究の方向性 を導き出 した。
漆には多様な性能がある中で、何を活かすかは先行事例研究では触れ られ るこ
とが少なかった漆の抗菌性について行 うことを決定 し、そこか ら漆器以外で抗
菌性をはっき りと活かせる 日用品の選定を行った。そ してその製品に使用する
新 しい素地への挑戦や色漆、絞漆、印伝な どの伝統である漆技法を応用す るこ
とが出来た。また、抗菌1生の検証実験を行い漆の性能が実際に機能 し実用可能
な水準に達 しているかを考察 し、漆の技法の多様性や汎用性の可能性、面 白さ
を分か りやす く伝える実用的な 日用品をデザイン し提案できた と結論づける。
一方で、漆技法を使用 した製品は時間が経つにつれて艶がより深 くなることや、
色が使 うごとに変わる製品であ り、経年変化が楽 しめるものである。本研究で
は提案 ・製作 ・性能検証までの実験は完了 したが、経年変化の検証をすること
ができなかった。また、漆技法 とは長年の技術の継承による高度な技法である
が、本研究では修士生活2年間 とい う短い時間で習得 した技法を応用 したため、
技法の完成度 も完壁ではなく、その技法で可能な範疇での造形デザインに範囲
収まって しまった。そ ういった点からも、実用化に向けて今後さらに検討 して
いく必要がある。また、本研究では一例 を示 したが、伝統技法を用いた製品が
今後存続 してい くためには継承 されてきた技法で同 じものを作 り続 ける必要は
なく、現代のめま ぐるしく変わる時代や ライフスタイルの変化を しっか りと捉
えた製品提案、技法への新 しい挑戦を続 けてい く必要がある。
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